
 
 

  

暖かい空気は上昇します。 

１階リビングからつながる階段室

を通し 2 階へ風を流す方法です。

階段室（どの家でも吹抜け）の 

天井に通気用ガラリを開け(可動)

⇒天窓から風を抜く。 

ガラリと天窓を開けたとたんヒュ～

と風が抜けていく。  

この上昇 気流を効果的に利用し、自然の涼風を得る方法です。 

（写真）アップル施工 
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日差し 

外部ブラインドはルーバー 

雨戸と同様、適度な風を 

招く。内部にブラインドが 

あったら、そこは耐え難い 

蓄熱場所となるだろう｡・・・ 

夏の日射遮蔽は窓の「外側にブラインド」が鉄則です。 

(写真) アップル施工  (上)↑ルーバー面格子 

テラスオーニング＋エコ･ガラス（下）
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通風するこのルーバー式の雨戸は、微風を呼ぶ

効果と、外側に付けるブラインドとして、 

日射・輻射熱を外で逃がすのに最適です。 

↓(写真) アップル施工  

ルーバー雨戸・オーニング窓  

 

 

 

 
 

 

 

屋根に塗るだけの遮熱塗装 

屋根直下に高気密に内張り断熱 

緑の壁面緑化 

下の屋上緑化の効果は相当なもの。

施主と共に（後姿は私です） 

(写真) アップル施工  
内張り断熱 壁面緑化 屋上緑化 
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遮熱塗装 

 
日射遮蔽・オーニング（開閉式） 

 

夏に木陰を歩くと、風がスーっと抜けていく。おそらくこれが日本人にとって『涼しさ』の語源のような現象であって、エアコンの風の冷たさとは全く違うもの。しかし、夏の昼

間の外壁温度は５０℃近く上昇して、そこから受ける幅射熱は凄まじいものがある。そんな中で風が吹いても涼しさなど感じられない。『簾』や蒸散作用のある『緑のカーテン』

で日よけするのは理にかなう。窓のブラインドとなるものは必ず外側で使おう。オール電化が健康生活の旗印のように言われるが、いくら器具が省エネ型でも台数と時間が増えれ

ば元の木阿弥で逆に石油の火力発電では温暖化は促進される。今年の夏はぜひ自然の通風と日射遮蔽を併用してみよう。（株）アップル建築設計事務所 代表取締役 大竹清彦 

マンションのベランダ 

ツル性の植物で 

緑のカーテン→ アルミ製外部用ブラインド
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